





























 歯周病を論ずる上で, その程度を客観的に しかも正確に評価することは重要である。 これまで
 歯肉炎, 歯周炎の程度を評価するため PMA 勧曲x,Gi鍛giv&H寵ex,費a雛dHδex など多くの
 方法が用いられてきた. しかし, これらの方法は術者の主観に頼るところが大きく, また, 正確
 な評懸をするためには多大の時間を必要とするものであった。 一方, M甑亜G獄翻a らは趨肉溝や
 歯周 ポケットを 鯉軽い ブロービン グ卯 した後に出血の有無 を観察 し, 爾凋疾患の評懸法の一つと
 して用いている。 これ以来, 多種多様の 8iee6鎗g 撫δex が報告されて来た。 これまでの Bieed加g
 麺惚x は, ほとんどが出血の有無によってのみ判定を行っており,ブロービング後の串血量を定量
 化 した報告はなさ れて いない。 本硯究の目的は辺縁歯属 組織 の炎症の程度を客観的に判定する方
 法を確立することである。 この目的のため, ポケットから滲出綾を採取する装麗を考案した。 こ
 れによって簿た ブロー ビン グ後のポ ケット滲紺絞申の出磁量がヘモ グ篇 ビン量を測定することに
 よって定量化することが可能であった。 ヘモグロ ビン量は, 唾液潜血液測定用試験紙, および吸
 光度によって測定 した。 これと同時に, 従来より行われて いる ポケット滲出量のニンヒ ドリ ンに
 よる定量, およびポケット滲串液量測定装置 (ペリオトロン) による測定 も行い, これらの間の
 の関連性についても検討した。 また, 明らかな全身疾患を持たない歯周病患者 (健常者), 血液
 疾患を持つ惑者, および糖尿病患者について, ブロービング後のポケッ トか らの出血状溌と,
 登ieedま鍛g 互磁ex の有馬性についての検討 も行った。 その結果, 以下のことが明 らかになった。
 i、 ポケッ ト滲出液量とブロービング後のポケッ ト滲出液 中のヘモ グロ ビン量との間には有意
 の正の相関関係が認め られた。
 2. ペリオ ト孤ンによるポケット滲出 液量の測定は, 短時間で歯層疾患の程度を知ることがで
 きるという利点があるが, 測定条件, 特に湿度による影響が大きい。 そのため, 本研究では, 温
 度, 湿度を一定にして測定したが重篤な歯周疾患の病状に, 対応の限界が認められた。 また, ニ
 ンヒ ドリ ンによる滲出液の定量法は, 時間がかかること, およ び測定後に試料の化学的分析が行
 えないなどの欠点 がある。 これらの点に対 して, 本研究の方法は他の方法より も広い病状に対応
 しており, 病状を畏く 概握できることが判明 した。
 3. 健常者, 油酸疾患を持つ患者, および糖尿病患者のいずれの場合にも, ポケット滲出液量,
 およ び歯周ポケットの深さと, ポケット滲出液中のヘモ グロ ビン量の間に有意の正の相関関係が
 認められた。 しか し, 健常者と比べ, 寵液疾患患者と糖尿病患者において, 同じポケット滲出液







 歯周疾患に対処するに当たり, 病状を的確に評価することは, 正 しい治療方針を選択する とと
 もに, 治療に対する患者の レスポンス を把握する上で重要である。 歯周 疾患の診査法の一つとし
 て, ポケット探針でブロービングした後の串血をみる むiee盛憩言 i雌ex 法がある。 しか し, その判
 定は単に出血の有無 を見るのみであり 出血量 を定量的 に取り扱った研究はほとん ど行 われていな
 い。
 本論文は, 簡単で再現性が高く しかも病状を正確に診嚇することのできる歯周疾患診査法の開
 発を目的と している。 そのため, B至ee出藍ε ia也x 法を参考にして新たに考案した, 歯周ポケット
 ・ブロー ビング後の出血量 (P蔓D) を測定する方法が記されており, 測定は, とくに全身疾患
 を持たない健常人, 血液疾患患者, 糖尿病患者を対象として行われ, 本法の儒頼性の診査法との
 比較に関し詳細な検討がなされている。
 本研究で得 られた知見を要約すれば,
 i) 新たに考案 した採取装置がPHDを定量する方法と して有効であるこ と。
 2) 従来からの歯周ポケット滲出綾測定法で得た液量とP鷺Dとの間には高い相関関係がある
 こ と。
 3) 健常者と比べ, 血液疾患患者およ び糖尿病患者ではPHDが2倍以上であるこ と。
 4) 歯周 ポケットの深さとPHD闘には健常者, 血液疾患患者, および糖尿病患者の侮れの群
 においても高い相関関係があること。
 5) 歯周ポケットの深さが同 じ場合, 健常者と比べ血液疾患患者, 糖尿病患者では, P黛Dが
 2倍以上の値を示すこと, などである。
 以上のごとく, 本論文は歯周疾患の病状を診査するための, 独創的な方法を提示 しており, そ
 れとともに, 本法の診噺法と しての可能性を従来の診査法と比較検討 したものである。 新たに開
 発されたこのPHD測定法は, 歯周病の病態を容易に しかも正確に把握することのできる方法で
 あ り, 歯周病の臨床における本論文の持つ意義は大き い。 よ って学位授与に値するものと認定す
 る。
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